


中華人民共和国

中華人民共和国（ちゅうかじんみんきょうわこく、中国語: 中华人民共和国）、通称中国（ちゅうごく

）は、1949年に中国共産党によって建国された社会主義国家。東アジアのユーラシア大陸東岸に位置し

、その国土の大陸部は、中国大陸とも呼ばれる。首都は北京市。

世界最大の人口を擁する国家である。約13億人という人口は、19世紀末の世界人口（13-15億人と
推計）、あるいは、現代の西ヨーロッパ（約4億人）とアフリカ（約10億人）の合計に匹敵する。ただ、
中国国内の潜在的な人口は、統計上含まれない黒孩子（ヘイハイズ）や盲民と言われる浮浪民の人口な
どによって大きく変わり、実数ははっきりしない。

人口の94%を占める漢族のほか、チワン族、ウイグル族、モンゴル族、チベット族、回族、ミャオ
族、イ（彝）族、トゥチャ族、満族など、政府が認定している55の少数民族よりなる多民族国家である
。

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）、ロシア、モンゴル、カザフスタン、キルギス、タジキスタン、ア
フガニスタン、パキスタン、インド、ネパール、ブータン、ミャンマー、ラオス、ベトナムと隣接して
いる。また東シナ海を挟んで日本や大韓民国（韓国）とも接している。ギネスブックによれば最も多く
の国と国境を接している国である。
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黄河

黄河（こうが）とは、中国の北部を流れ、渤海へと注ぐ川。全長約5,464kmで中国では長江（揚子江）に

次いで2番目に長く世界では5番目の長さである。なお、河という漢字は本来固有名詞であり、中国

で「河」と書いたときは黄河を指す。これに対し、「江」と書いたときは長江を指す。

黄河の下流域は中原と呼ばれる。この地は黄河文明発祥の地であり、過去に歴代王朝の都が置かれた。

黄河は上流・中流で黄土高原を通り、多くの支流が流入するため、大量の黄土を含む。黄河が流送する
土砂は年間16億tと言われ、その土砂の堆積により、河口付近には広大なデルタ地帯を形成している。

下流部は天井川となる。そのため古来よりたびたび氾濫し、大きく流路を変えてきた[1] 。かつては渤
海北部の天津付近に河口があったり、南の黄海に流れ込んでいたこともある。それらの元流路は黄河故
道と呼ばれている。また、日中戦争中の1938年には日本軍の侵攻を阻止しようとした中国国民党によっ
て堤防が爆破され、流路が変わった（黄河決壊事件）。1947年に堤防の修復が完了し、河口が現在の位
置になった。

戦後、三門峡ダムなど大規模なダムが建設され、大水害は減少した。しかし、1970年代以降、工・農業
用水の需要増大に伴って、下流部で流量不足になり、河口付近では長期にわたって断流するなどの問題
が起きている（1999年以降、断流は発生していない）。
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長江

長江（ちょうこう、中国語拼音字母:  Cháng Jiāng（ヘルプ・ファイル））、別名チャン川 (Chang River) は

、青海省のチベット高原を水源地域とし中国大陸の華中地域を流れ東シナ海へと注ぐ川である。全長
は6,300kmで、中華人民共和国およびアジアで最長、世界でも第3位。

日本では最下流部の異称である「揚子江」（ようすこう）の名で良く知られる。

青海省のタンラ山脈からチベット高原、四川盆地、三峡を経て湖北省宜昌市に至るまでが長江上流（最
上流の通天河、四川西部の金沙江、四川東部の川江）、宜昌から江西省湖口県までが中流（荊江）、湖
口から上海市の東シナ海河口までが下流（揚子江）にあたる。

その流域には成都、武漢、重慶などの重要工業都市、上海、南京などの商業都市を含む中国の19の
省（市、自治区）があり、全流域の人口は4億5000万にも達している。古くから水上交易の盛んだった
華中でも中心的な交通路として利用されてきた。
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一人っ子政策

一人っ子政策（ひとりっこせいさく、簡体字: 计划生育政策, 拼音: jìhuà shēngyù zhèngcè ）とは、中華人

民共和国で改革開放政策が始動した1979年に始まった人口規制政策のことを指す。幾何級数的な人口の

増加に法規制を加え、出産または受胎に計画原理を導入した。この政策の効果によって現在の中国本

土では少子化が進行している。
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漢民族

漢民族（かんみんぞく）は、中華人民共和国（中国大陸）、中華民国（台湾）で大多数を占める民族。
約13億人、全人類の20%を占める世界最大の民族集団である。

中華人民共和国の民族識別工作では漢族（簡体字: 汉族, 拼音: hànzú ）と呼ばれ、中華人民共和国の全人
口の94%以上を占める。漢人ともいい、華僑として中国を離れ、移住先に定着した人は華人と自称する

ことが多い。日本語では支那人と呼ばれてきた [6]。
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生産責任制

生産責任制（せいさんせきにんせい、中国語:家庭联产承包责任制、あるいは農家請負制[1]とも家族営農

請負制[2]とも）は、1980年代前半に中華人民共和国の農村で推進された重要な経済改革の一つであり、

これにより中国農村の土地改革は重大な転換点を迎え、そして、生産責任制は現在の中国農村の経済基

盤の一つとなっている制度である。1978年12月の中国共産党第十一期中央委員会第三回全体会議（第11

期三中全会）以降、中国共産党は改革開放路線を進めていったが、生産責任制は他の改革に先んじて行

われた改革であった。農村改革のスローガンは「包産到戸（包产到户、分田到戸:日本語訳で家族で請負

する）」であったがすぐに「家族聯産承包責任制（家庭联产承包责任制：日本語訳で生産責任制、（俗

称「大包干」））」に取って代わられた。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%94%A3%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E5%88%B6
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経済特区

経済特区（けいざいとっく）とは、経済発展のために法的、行政的に特別な地位を与えられている地域
を指す。英語では "Special Economic Zone" (SEZ) で、1978年に中華人民共和国で初めて設置された。

中国の経済発展に倣って[要出典 ]、インド・韓国・シンガポール・フィリピンなどにおいても、 経済特区
や保税区が設置されている。また、日本においても小泉内閣の構造改革政策の一環として、全国の地方
自治体に「構造改革特別区域」が設置された。

中華人民共和国において、外国の資本や技術の導入が認められている特別地域をさす。

1978年から始まった改革開放政策の一環として設置され、さかんに外国企業が進出し、工業・商業・金
融業などが発展した。

1984年には、経済特区に続く対外開放政策として、上海等に代表される14の沿海都市が「経済技術開発
区」に指定された。経済特区と、上海等の開放都市との違いは、域内外への往来が、さながら国境並み
に厳重に管理されており、一般の中国人が自由に往来できない点である。また、深センでは香港の新聞
も入手できるなど、ほかの中国の地域とは明らかに異なった特徴を見せる。

広東省など一部の限定された地域に経済特区が集中しているため、ほかの諸地域からの不平・不満が
高まっている。そして中国内陸部まで開放都市が誕生した現在、経済特区の存在意義そのものが薄らい
できたため、経済特区そのものを廃止すべきだとの意見も台頭してきている。

中華人民共和国の経済特区

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E7%89%B9%E5%8C%BA
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郷鎮企業

郷鎮における中小企業のこと。人民公社時代には社隊企業と呼ばれ、現在の郷鎮企業と呼ばれるよう

になったのは、1984年。人民公社が解体されたためである。現在では意味が多少変化し、郷鎮と同郷鎮

出身民間出資者との共同出資により起業された（中国版「第3セクター」に近い）企業を指す。業種は農

業・工業・商業・建設業・交通運輸・飲食業など多岐にわたっている。また一部の郷鎮企業は外国企業

の下請けを行っている。
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朝鮮戦争

朝鮮戦争（ちょうせんせんそう、1950年6月25日 - 1953年7月27日-休戦）は、成立したばかりの大韓民
国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の間で、朝鮮半島の主権を巡り北朝鮮が38度線を越え

て侵攻したことによって勃発した国際紛争[2][3]。

朝鮮半島全土が戦場となり荒廃した。1953年に休戦に至ったが、南北二国に分断された状態のまま緊張
状態は解消されておらず、平和条約は結ばれていない。現在に至るも北朝鮮側による領空・領海侵犯を
原因とした武力衝突が発生している。

朝鮮戦争

戦争：冷戦における緒戦

年月日：1950年6月25日 - 1953年7月27日（未

終結 戦闘のみ停止）

場所：朝鮮半島

結果：南北分断状態のまま休戦協定が結ばれ現

在に至る
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大韓民国

大韓民国（だいかんみんこく、朝鮮語: 대한민국、漢字：大韓民國）、通称韓国（かんこく）は、東アジ
アにある朝鮮半島を主な領土とし、その南半部を主な支配地としている国。憲法上は朝鮮半島全土を領
土としている。首都はソウル特別市。

冷戦下で誕生した分断国家のひとつである。

韓国は朝鮮半島において軍事境界線（38度線）を挟み朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の統治区域と
対峙する分断国家であり、朝鮮民族国家としての統一を目指している。 日本海を挟んで日本と、黄海を
挟んで中華人民共和国（中国）と国境を接する。韓国人口のほぼ半数は、人口約2,000万人を擁し、世界
有数の大都市圏であるソウル都市圏（ソウル・仁川周辺）に集中している。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93%E5%9B%BD
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チマチョゴリ

チマチョゴリは、朝鮮の伝統的民族衣装である韓服（朝鮮服）の一種で、チマおよびチョゴリからな

る女性の装い。

女性用韓服は、男女共通の上着であるチョゴリと、巻きスカートであるチマ（裳）によって構成される
。

韓国では、袖のやわらかな曲線、全体を引きしめる白地のトンジョン（半襟）、合わせ着のように着る
形が、「民族衣装韓服の3大美」とされている。しかし、近年では合わせ襟でない形式のチョゴリも登場
している。

一方、日本国内にある朝鮮学校では、女子学生の制服としてチマチョゴリの様式を取り入れている（
→朝鮮学校#制服の項参照）。これは白いチョゴリと黒いチマを着用するものだが、北朝鮮ではこの色彩
のチマチョゴリが女性の正装になっている。なお、韓国ではこの色彩のチマチョゴリは見られない。

韓国では最近、「改良韓服」（개량한복、ケリャンハンボク）というものが登場している。これはチ

マチョゴリを含む韓服を現代生活の中で手軽に着られるようにアレンジしたもので、「生活韓服」とも
いう。活動しやすいよう丈が短めであったり、ドレスのようにオーガンジーなど華やかな素材を使った
ものがあるが、これも日常的に着ているのは少数である。なお、最近、民族史観高等学校や台章高等学
校など一部の学校で、改良韓服を制服として採用した。

チマチョゴリ
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NIES

新興工業経済地域（しんこうこうぎょうけいざいちいき、Newly Industrializing Economies : NIEs、ニー
ズ）とは、発展途上国のなかで20世紀後半に急速な経済成長を果たした国・地域の総称。

かつては新興工業国（Newly Industrializing Countries, NICs, ニックス）と呼ばれていた（しかし厳密には
香港は中華人民共和国の一行政区なのでこの表記は正しくない）。

1979年のOECDレポートでは以下の10ヵ国・地域を指していた。

アジア: 韓国、台湾、香港、シンガポール

新大陸: メキシコ、ブラジル

ヨーロッパ: ギリシャ、ポルトガル、スペイン、ユーゴスラビア
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%80%94%E4%B8%8A%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/20%E4%B8%96%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/OECD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E6%B0%91%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E6%B8%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%82%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%A9%E3%82%B8%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%AB%E3%83%88%E3%82%AC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%A4%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%93%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%88%88%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E7%B5%8C%E6%B8%88%E5%9C%B0%E5%9F%9F


マレーシア

マレーシアは、東南アジアのマレー半島南部とボルネオ島北部を領域とする連邦立憲君主制国家。 シン

ガポール、タイ、インドネシア、ブルネイ、フィリピンと接する。ASEANの一員。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%83%AB%E3%83%8D%E3%82%AA%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A3%E9%82%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E5%90%9B%E4%B8%BB%E5%88%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E7%8E%8B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%8D%E3%82%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E8%AB%B8%E5%9B%BD%E9%80%A3%E5%90%88
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/2/23/Malaysia_%28orthographic_projection%29.svg/541px-Malaysia_%28orthographic_projection%29.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2


イスラム教

イスラム教（いすらむきょう）またはイスラーム（稀にイスラーム教）とは、唯一絶対の神（アラビア
語でアッラーフ）を信仰し、神が最後の預言者たるムハンマドを通じて人々に下したとされるクルアー
ン（コーラン）の教えを信じ、従う一神教である。

ユダヤ教やキリスト教と同様にアブラハムの宗教の系譜に連なる唯一神教で、偶像崇拝[1]を徹底的に排
除し、神への奉仕を重んじ、信徒同士の相互扶助関係や一体感を重んじる点に大きな特色があるとさ
れる。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%93%E3%82%A2%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%90%E8%A8%80%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A0%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%96%E3%83%89%E3%82%A5%E3%83%83%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E7%A5%9E%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%8F%E3%83%A0%E3%81%AE%E5%AE%97%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%AF%E4%B8%80%E7%A5%9E%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B6%E5%83%8F%E5%B4%87%E6%8B%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99#cite_note-0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99


プランテーション

プランテーション (plantation) とは、大規模工場生産の方式を取り入れて、熱帯、亜熱帯地域の広大

な農地に大量の資本を投入し、先住民や黒人奴隷などの安価な労働力を使って単一作物を大量に栽培す

る大規模農園のこと。経営主体は、国営、企業、民間など様々である。経営する側をプランターと呼ぶ

場合もある。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%A7%E8%A6%8F%E6%A8%A1%E5%B7%A5%E5%A0%B4%E7%94%9F%E7%94%A3&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%B1%E5%B8%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E7%86%B1%E5%B8%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E5%9C%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%BB%92%E4%BA%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B4%E9%9A%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3


モノカルチャー

モノカルチャー（英語: Mono culture）とは、直訳するとmono（単一）のculture（栽培/文化）であり、

多くの場合、単一の農作物を生産する農業形態を指す。

植民地化された土地で、支配国で需要の高い農作物を集中的に生産させた事が始まりである。例えば
、オランダ領東インド（現在のインドネシア）における商品作物の強制栽培制度があげられる。これに
より、支配国は効率よく農作物を得ることができた。1944年にメキシコで実施された緑の革命もモノカ
ルチャーである。

代表的な作物にサトウキビ、天然ゴム、トウモロコシ、穀物、パルプ、コーヒー豆などがある。多くは
主食たりえないものばかりであり、現地住民は商品経済に組み込まれ自給能力を失い、飢餓の原因と
もなった。

また、特定の産業に力を入れたためにそれ以外の産業が発達しなかった。

また多くの旧植民地は独立後、様々な産業を発達させる努力をしているが、そのために必要な資金を得
るために植民地時代の輸出品に頼らないといけない国もあり、モノカルチャーへの依存から脱却できて
いないことが多い。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%8E%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E4%BD%9C%E7%89%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A4%8D%E6%B0%91%E5%9C%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80%E9%A0%98%E6%9D%B1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%82%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%91%E3%81%AE%E9%9D%A9%E5%91%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%AD%E3%83%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%A9%E3%82%B4%E3%83%A0%E3%83%8E%E3%82%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%A6%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%B3%E3%82%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A9%80%E7%89%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%AB%E3%83%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%92%E3%83%BC%E8%B1%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A4%8D%E6%B0%91%E5%9C%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%8E%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC


ルックイースト政策

ルックイースト政策（―せいさく、Look East）とは、日本・韓国の集団主義と勤労倫理を学べとい
うマレーシアの政策である。東方政策ともいう。

もともとは、1981年7月16日にマレーシアの第4代首相に就任したマハティールが同年の12月15日に提言
した内容がそのように呼ばれるようになった。

この提言に先立ち、ラザク政権での教育大臣時代にも、マハティールは日本・韓国の成功に関心を寄せ
ていたが、そのように彼が他国に範を求めた背景には、当時のマレーシアが抱えていた諸問題があった
。

ブミプトラ政策の導入後、マレー人の社会的地位が向上し、マレーシア国内の社会的安定が達成される
かに思われたが、マレー人が優先的に採用された公的機関では非能率と怠慢が横行し、またビジネス界
に参入するようになったマレー人ビジネスマンのあいだでは過度の個人主義的、利己主義的な傾向が顕
著になった。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E6%94%BF%E7%AD%96

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E7%AD%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/1981%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8816%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%8F%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%93%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%8F%E3%83%9E%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8815%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%96%E3%83%89%E3%82%A5%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%A9%E3%82%B6%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%9F%E3%83%97%E3%83%88%E3%83%A9%E6%94%BF%E7%AD%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E4%BA%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E6%94%BF%E7%AD%96


タイ王国

タイ王国（タイおうこく）、通称タイは、東南アジアに位置する立憲君主制国家。東にカンボジア、北

にラオス、西にミャンマーとアンダマン海があり、南はタイランド湾とマレーシアである。国土はイン

ドシナ半島の中央部とマレー半島の北部に位置する。首都はバンコク。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E7%8E%8B%E5%9B%BD

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%8B%E6%86%B2%E5%90%9B%E4%B8%BB%E5%88%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%9E%E3%83%B3%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E6%B9%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%B7%E3%83%8A%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%82%AF
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/b/b8/Location_Thailand_ASEAN.svg/733px-Location_Thailand_ASEAN.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E7%8E%8B%E5%9B%BD


仏教

仏教（ぶっきょう、Buddhism）は、インドの釈迦（ゴータマ・シッダッタ、あるいはガウタマ・シッダ

ールタ）を開祖とする宗教である。キリスト教・イスラム教と並んで世界三大宗教のひとつ（信仰のあ

る国の数を基準にした場合）で、一般に仏陀（目覚めた人）の説いた教え、また自ら仏陀に成るための

教えであるとされる。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E6%95%99

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%88%E8%BF%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E9%99%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E6%95%99


インドネシア共和国

インドネシア共和国（インドネシアきょうわこく）、通称インドネシアは、東南アジア南部に位置す
る共和制国家。首都はジャワ島に位置するジャカルタ。5,110kmと東西に非常に長く、また世界最多の島
嶼を抱える国である。赤道をまたがる1万8,110もの大小の島により構成されるが、この島の数は人工衛

星の画像から判別したものであり、正確な島の数はインドネシア政府すら把握していない[2]。また、世
界第4位の人口を擁し、2億3千万人以上の人が住んでいる。2009年のGDPは約5393億ドル（約48兆円）

であり[3]、日本の10%程の経済規模である。

島々によって構成されている国家であるためその広大な領域に対して陸上の国境線で面しているのは
、ティモール島の東ティモール、カリマンタン島（ボルネオ島）のマレーシア、ニューギニア島のパプ
アニューギニアの3国だけである。海を隔てて近接している国は、パラオ、インド、フィリピン、シン
ガポール、マレーシア、オーストラリアである。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%88%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%AF%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%82%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E5%B6%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E8%A1%9B%E6%98%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2#cite_note-1
http://ja.wikipedia.org/wiki/2009%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/GDP
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2#cite_note-2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%83%AB%E3%83%8D%E3%82%AA%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%AE%E3%83%8B%E3%82%A2%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%97%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%AE%E3%83%8B%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%A9%E3%82%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/0/05/Indonesia_%28orthographic_projection%29.svg/550px-Indonesia_%28orthographic_projection%29.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2


イスラム教

イスラム教（いすらむきょう）またはイスラーム（稀にイスラーム教）とは、唯一絶対の神（アラビア
語でアッラーフ）を信仰し、神が最後の預言者たるムハンマドを通じて人々に下したとされるクルアー
ン（コーラン）の教えを信じ、従う一神教である。

ユダヤ教やキリスト教と同様にアブラハムの宗教の系譜に連なる唯一神教で、偶像崇拝[1]を徹底的に排
除し、神への奉仕を重んじ、信徒同士の相互扶助関係や一体感を重んじる点に大きな特色があるとさ
れる。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%93%E3%82%A2%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%90%E8%A8%80%E8%80%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A0%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%96%E3%83%89%E3%82%A5%E3%83%83%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E7%A5%9E%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%80%E3%83%A4%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%8F%E3%83%A0%E3%81%AE%E5%AE%97%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%AF%E4%B8%80%E7%A5%9E%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B6%E5%83%8F%E5%B4%87%E6%8B%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99#cite_note-0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%95%99


シンガポール共和国

シンガポール共和国（シンガポールきょうわこく）、通称シンガポールは、東南アジアのマレー半島南

端に隣接するシンガポール島と周辺の島嶼を領土とする国家（都市国家）である。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E5%B6%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%98%E5%9C%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/a/aa/Location_Singapore_ASEAN.svg/733px-Location_Singapore_ASEAN.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB


ベトナム社会主義共和国

ベトナム社会主義共和国（ベトナムしゃかいしゅぎきょうわこく）、通称ベトナムは、東アジア・東南

アジアのインドシナ半島東部に位置する社会主義共和制国家。国土は南北に長く、北に中華人民共和

国と、西にラオス、カンボジアと国境を接し、東は南シナ海に面し、フィリピンと対する。首都はハノ

イ。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%B7%E3%83%8A%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E7%BE%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%88%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%A2%83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E3%82%B7%E3%83%8A%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%8E%E3%82%A4
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/d/d6/Location_Vietnam_ASEAN.svg/733px-Location_Vietnam_ASEAN.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0


ベトナム戦争

ベトナム戦争（ベトナムせんそう、英：Vietnam War、越：Chiến tranh Việt Nam ）は、インドシナ戦

争後に、ベトナムの南北統一を巡って起こった戦争である。

ベトナム戦争

戦争：冷戦、第二次インドシナ戦争

年月日：1960年12月 - 1975年4月30日

場所：インドシナ半島

結果：南ベトナム崩壊、北ベトナムによる赤化

統一

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E6%88%A6%E4%BA%89

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%B7%E3%83%8A%E6%88%A6%E4%BA%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E4%BA%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:VietnamMural.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%B7%E6%88%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1975%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%8830%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%B7%E3%83%8A%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E6%88%A6%E4%BA%89


ドイモイ

ドイモイ（ベトナム語: Đổi mới, 「刷新」の意）は、1986年のベトナム共産党第6回党大会で提起され

たスローガンであり、主に経済（価格の自由化、国際分業型産業構造、生産性の向上）、社会思想面に

おいて新方向への転換を目指すものである。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%A2%E3%82%A4

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/1986%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E5%85%B1%E7%94%A3%E5%85%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%88%86%E6%A5%AD&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%A2%E3%82%A4


ASEAN

東南アジア諸国連合（とうなんアジアしょこくれんごう、Association of South‐East Asian Nations）は
、東南アジア10ヶ国の経済・社会・政治・安全保障・文化での地域協力機構。略称はASEAN（アセ
アン）。本部はインドネシアのジャカルタに所在。

域内の人口は約5億8000万人（2005年）と多く、近年の目覚しい経済成長に拠り、欧州連合 (EU)、北米
自由貿易協定 (NAFTA)、中国、インドと比肩する存在になりつつある。

1967年8月8日加盟（結成時）

 インドネシア

 シンガポール

 タイ

 フィリピン

 マレーシア

1984年1月8日加盟

 ブルネイ

1995年7月28日加盟

 ベトナム

1997年7月23日加盟

 ミャンマー

 ラオス

1999年4月30日加盟

 カンボジア

他に、オブザーバー・ステータスを持つ国として  パプアニューギニアがある。

http://ja.wikipedia.org/wiki/ASEAN

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E6%B2%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%82%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E9%80%A3%E5%90%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E7%B1%B3%E8%87%AA%E7%94%B1%E8%B2%BF%E6%98%93%E5%8D%94%E5%AE%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/1967%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%888%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Indonesia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Singapore.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Thailand.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E7%8E%8B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Philippines.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Malaysia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/1984%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1%E6%9C%888%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Brunei.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%8D%E3%82%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1995%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8828%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Vietnam.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/1997%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8823%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Myanmar.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Laos.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/1999%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%8830%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Cambodia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%AA%E3%83%96%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%B9&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Papua_New_Guinea.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%97%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%AE%E3%83%8B%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/ASEAN


インド共和国

インド共和国（インドきょうわこく、ヒンディー語: भारत गणरा�य、英語: Republic of India）、またはイン

ド（India）は、南アジアに位置し、インド亜大陸を占める連邦共和国。パキスタン、中華人民共和

国、ネパール、ブータン、バングラデシュ、ミャンマーとは陸上で、スリランカ、モルディブ、インド

ネシアとは海上で国境を接する。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E4%BA%9C%E5%A4%A7%E9%99%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A3%E9%82%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8D%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B7%E3%83%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%A2%83
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/b/bb/India_%28orthographic_projection%29.svg/541px-India_%28orthographic_projection%29.svg.png
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89


ヒンドゥー教

ヒンドゥー教（ヒンディー語：िह�द ूधम�,サンスクリット：सनातन धम�,英語：Hinduism）、ヒンズー教（慣

用表記）は、インドやネパールで多数派を占める民族宗教である。ヒンドゥー教徒の数はインド国内

で8.3億人、その他の国の信者を合わせると約9億人とされ、キリスト教、イスラム教に続いて世界で第3

番目の宗教である[1]。日本ではインド教と呼ばれることもあり、中国、韓国でも「印度教」と呼ばれる

が[2]、現在のインドは世俗国家であり国教はなく、またインドでこのように呼ばれたことはない。
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カースト

カースト（英語: caste）[1]、あるいはカースト制、カースト制度は、ヒンドゥー教にまつわる身分制

度である。紀元前13世紀頃に、アーリア人のインド支配に伴い、バラモン教の一部としてヴァルナの枠

組みがつくられた。現実の内婚集団であるジャーティもカースト制度に含めている。ヴァルナは基本的

にはバラモン・クシャトリア・ヴァイシャ・シュードラの4つの身分に分けられるが、その中でさらに細

かく分類される。また、インドだけでなく、ネパールにも独特のカーストが存在した。ネパールのカー

ストは民族と結びついているので複雑である。
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茶

茶葉は、主に中国・インドとその周辺のアジア地域で生産されているが、アフリカ・中南米・ヨーロッ
パでも生産されている。 2003年度は全世界で321万トン、2006年度は364万トン、2008年度は483万ト
ン生産されている。

Country 2006 2007 2008

 中国 1,047,345 1,183,002 1,257,384

 インド 928,000 949,220 805,180

 ケニア 310,580 369,600 345,800

 スリランカ 310,800 305,220 318,470

全生産量 3,646,452 3,887,308
詳細不明
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サウジアラビア王国

サウジアラビア王国（サウジアラビアおうこく）、通称サウジアラビアは、中東・西アジアの国家。首

都はリヤド。サウード家を国王に戴く絶対君主制国家で、アラビア語による国名のアル＝マムラカ・ア

ル＝アラビーヤ・アッ＝スウーディーヤは「サウード家によるアラビアの王国」を意味する。世界一の

原油埋蔵量を誇る国であり、石油（原油）を日本をはじめ世界中に多く輸出している。
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